
�月定例会〣೔ఔ
9月  3日㈫　本会議　一般質問　
9月  4日㈬　本会議　一般質問
9月  5日㈭　本会議　一般質問　市長提出議案のઆ明
9月  9日㈪　本会議　議案質ٙ　委員会付託
9月12日㈭　総務企画委員会　市民文教委員会
9月13日㈮　健康福祉委員会　都市産業委員会
9月18日㈬〜20日㈮　決算特別委員会
9月27日㈮　本会議　委員長報告〟〞

。前9時30分開会。日程・時間〤変更の場合ありޕଇݪ ※
　〞〟た〜〷๣ௌ〜　ま『の〜、お気軽にお越し。〕さい。

詳し。〤太田市議会りがわらがでぇ〉覧いた
〕。⿾、電話等〜お問い合わ【。〕さい。
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若手演奏家による優雅な音色、
　　　　　　　　　聴衆を魅了

　市議会６月定例会初日、開会前の議場で「100万人のクラシックライブ」による演૗会が行われました。「100万人のクラシックライ
ブ」とは、h 演૗家がܶ場をඈび出して、より多くの人へ生のクラシックԻָを届ける とɦいう活動をしている団体で、議場での開催は全
国初のࢼみとなりました。
　今回は３人の演૗家により、ベートーϰェン作ۂϐアノࡾ重૗ۂ第５番「༓ྶ」より第一ָষ、名作映画「ニュー・シωマ・パラダイス」
より主題Վをؚむָۂのメドレーなどが演૗されました。
　議場内をแみ込むԹかなԻ৭にྦする人もおり、満員の๣ௌ席からはスタンσィングオベーションが送られました。
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　このたび、5月14日の臨時会におきまして、太田市議会の第
19代議長、第21代副議長に就任いたしました。
　੣に਎に༨る光ӫであり、その重੹を௧感しております。
　さて、今年は新太田市が஀生して20年目をܴえる節目の年と
なります。20周年記念事業も数多く計画されており、市民のօさ
まと、この記念すべき年をおॕいするとともに、市内外に向けて本
市のັ力をアϐールすることができ、活気にҲ

あ ふ

れた１年になること
と期଴しております。
　また、本市のまちづくりの指਑となる「第３次太田市総合計画」
の策定年度であり、ັ 力Ҳれる将来の太田市૾をඳくため、市民
のօさまの声にਅ

し ん し

᎜にࣖを傾けるとともに、議員間はもとより、ࣥ
行者ともਅ᎜な議࿦を重Ͷながら、総合計画の策定に向け、一ؙ
となって取り組んでまいります。
　今後とも、市議会に対しまして、Թかいご支援とご協力をࣀります
よう、お願いਃし上げまして、就任のあいさつとさせていただきます。

議長 高田　靖 副議長　高橋 えみ

就任の
ごあいさつ
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̒月定例会　一般質問要旨

議　員　６月から開始したແྉ送ܴと
しての高齢者ങい物支援事業「おങ
い物クラブ」について、自୐から店舗
がおおむͶ1LN以上཭れている人とい
う要件や、30分以内というങい物時間
制限の緩和が必要と考えますが、所見
を伺います。
地域振興部長　当面は現状の条件に
基づいて安定的な運行を保ちながら、
利用者やドライバーの意見を参考にし
つつ、より利用しやすい仕組みを検討
していきたいと考えています。
議　員　太田地区および۝合地区を
支援の対象地域に௥加すべきと考えま
すが、所見を伺います。
地域振興部長　両地区の௥加指定な
どの検討は、今後の事業検証の中で、併
せて実施していきたいと考えています。
議　員　ె歩以外の交通手段がない
人、また70歳以上という年齢制限につ
いても緩和が必要と考えますが、所見
を伺います。
地域振興部長　今後、さまざまな意見

高齢者支援について

公明党　୩೭໦　༐作

が寄せられることが想定されますの
で、参考にしながら、交通手段や年齢
要件についても検討していきたいと考
えています。
議　員　高齢者ങい物支援としての
おങい物クラブの利用要件の緩和に
ついて、市長の所見を伺います。
市　長　行政センター所長と利用者が
協議しながら、より良い内容にਵ時変更
していく必要があると考えます。利用者
にとってָしいങい物となるような環境
づくりをしていきたいと考えています。

■その他の質問
・太田Ӻ周辺土地区画整理事業について
・๷൜対策について
・ϠンάέΞラーへの支援について

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての一般質問の様子をご覧いただけます。

本市の多文化共生社会の実現に
けた取組について޲

志友会　長　正༞

議　員　（Ծশ）多文化共生センター
おおたの概要について伺います。
企画部長　本年11月下旬以降の開
設を予定しており、日本語教室をはじ
め、新規事業として、外国人児ಐ生ె
を対象とした放課後学習支援事業や、
大人を対象とした、ごみや૽Ի、税な
ど、日本での生活に必要なルールを周
知するための「日本でのルール・マナー
セミナー」の実施を計画しています。
議　員　子どもたちを対象とした、日
本での生活ルールやマナーを学Ϳ機
会の創出について、市長の所見を伺い
ます。
市　長　子どもたちに対して、日本の
マナーや道ಙを教えていくのは非常に
いい取り組みだと思います。日本での
生活について学習する機会を設け、太
田市民であることを意識してもらうよう
な環境をつくっていきたいと考えます。
議　員　地域の区長のように外国人コ
ミュニティーリーダーを選出し、情報発
৴を行うことについて所見を伺います。

市　長　国際課で外国語൛の広報を
配布していますが、外国人コミュニ
ティーの中からリーダーを選出し、リー
ダーからみんなに渡るようなシステム
を構ஙすることができれば、ごみの問
題や滞ೲの問題など、解決に向かって
進んでいくのではないかと考えます。
議　員　（Ծশ）多文化共生センター
おおたを交流イベントの拠点として活
用することについて、所見を伺います。
市　長　市民会館南ଆのࣳ生広場や
センターの周辺を活用することで、とて
も՚やかなイベントになり、周辺の自治
体からも多くの人が集まると思います
ので、今年から計画していきたいと考
えます。

太田市ମ育施設の
長ण໋化計画について

創政クラブ　川؛　༃ོ

議　員　体育施設の個別施設計画の
概要について伺います。
文化スポーツ部長　طଘ施設の長ण
໋化という視点から、体育施設の長期
的な方向性を定めたものです。
議　員　対象施設のうち、ங30年を
௒える施設について伺います。
文化スポーツ部長　市民体育館、武
道館、弓道場、新田武道館およびᤵṂ
本町社会体育館の５施設があります。
議　員　ங30年を௒える施設のトイ
レには࣪式トイレが多く、Ӵ生面で課
題があると考えます。近年ではӴ生面
やषいの面でも༏れているס式トイレ
への改मが増加していますが、今後の
改म計画について伺います。
文化スポーツ部長　建ங物のトイレに
ついては、改म計画はなく、不具合が
発生した場合に適ٓ対応している状
況です。
議　員　体育施設は多様な市民活動
の場であり、災害時にはආ難所として
の役割を担うことから、市民が安全、安

心、快適に使用できる空間であるべき
と考えますが、体育施設の目指すべき
姿について所見を伺います。
文化スポーツ部長　今後は建ங物だ
けでなく԰外施設もؚめた見直しを進
め、施設の長ण໋化を基本とし、快適
な利用環境の確保に努めていきたい
と考えます。

議　員　体育施設のトイレの改मにつ
いて、市長の所見を伺います。
市　長　積ۃ的に改मをしていきたい
と考えていますが、費用がかかることか
ら、利用者の多い施設から順次進めて
いきたいと考えます。
■その他の質問
・本市のシςΟϓϩϞーシϣンについて

ೝ஌঱施策について

志友会　八長　޹೭

議　員　̢Ｃ̞ とは認知঱予備܉とさ
れる軽度認知঱を指す言葉ですが、認
知঱との違いや̢Ｃ̞ 検査の内容につ
いて伺います。
健康医療部長　 Ｃ̢̞ は軽度認知ো害
のことで、認知機能に若ׯの低下が
あっても日常生活や社会生活に大きな
支োがない状態とされています。̢ Ｃ̞
検査は݂ӷによるスクリーニング検査
ですが、̢ Ｃ̞ の可能性を౷計的に調
べるもので、診அを確定させる検査で
はないようです。
議　員　今後、市の健診の中で、̢ Ｃ̞
検査や認知機能検査に取り組んでい
くことについて所見を伺います。
健康医療部長　さまざまな機関で認
知঱の診அ方法や予防についての効
果検証が進められており、本市として
は、厚生࿑ಇ省の指਑にԊって適切に
対応していきたいと考えます。
議　員　認知঱施策について、市長
の所見を伺います。
市　長　ふれあい相談員が１人暮ら

し高齢者の๚問を行う中で変化をとら
え、介護予防につながるようなアドバイ
スをしていく取り組みが非常に重要で
あると考えます。また、おങい物クラブ
事業は、人と人との৮れ合いの中で健
康をҡ持することにもつながると思い
ますので、さまざまなツールを活用し
て、少しでも認知঱を஗らせることが
必要だと考えます。
議　員　認知঱のૣ期発見のため
に、検査費用の助成や検診などで積
、的に؆қ検査を行うことについてۃ
所見を伺います。
市　長　どのような検査なのか確認を
しながら、研究していきたいと考えます。

■その他の質問
・運動公園周辺றं৔について
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　6月定例会では、6月14日から18日にかけて21人の議員が一般質問を行いました。紙面の都合により、1人1問の質問と౴หの要旨
を঺介します。
　なお、一般質問の模様は、太田市議会ホームページ「インターωット中継」からご覧いただくことができます。

Ҡ ・ॅఆॅଅ進のための
取り組〴について

本市のथ໦・ࡶ૲の؅理について
―�街路थの؅理について�―

ೝ஌঱と޲　合⿸
ʮ幸齢社会ʯの実現について

創政クラブ　∁野　തળ

市民やきースぷの会　大川　ܟ道 立憲民主党　ؠ੉　྅

議　員　本市に移住した場合の金મ
的なメリットについて伺います。
企画部長　౦ݍژからの移住者に
は、移住支援金制度を設けており、୯
਎で60万円、世帯で100万円、18歳
ະ満の人がいる場合は1人100万円
が3人まで加算され、最大で400万円
の支援を受けることができます。また令
和5年度からは、まちなか住୐取得支
援金制度を開始し、ډ住༠導区域に住
୐を取得した場合には、移住支援金の
他に10万円、18歳ະ満の人がいる場
合には、20万円が加算され、30万円
の支援金を受け取ることができます。
議　員　道の駅おおたや尾ౡ庁ࣷか
ら̟ Ｒ᝷ݪ駅までのແྉバスの運行
や、మ道会社と協力して特急りょうもう
号を安く利用できる制度など、౦ݍژ
への通勤をサポートする取り組みも有
効と考えますが、所見を伺います。
企画部長　現在、通勤補助制度はあ
りませんが、۽谷駅までの路線バスや
౦武మ道のりょうもう号を利用すること

議　員　Τアリスホール前の道路、市
道1級42号線の過去5年間の౗木本
数と、街路थによる事故件数について
伺います。
行政事業部長　౗木本数は、令和元
年度から5年度までの5年間で13本で
した。また、事故件数は1件で、ഛঈ金
額は14万9,661円でした。
議　員　大きく成長したケϠキの住民
への影響について伺います。
行政事業部長　3年度に陳情書が提
出され、െ採9本、基本Ⴉ

せ ん て い

定28本を実
施しました。その後、要望などはないこ
とから、現状では問題ないと考えます。
議　員　ケϠキが成長し、୆෩などに
よる౗木のة険性もあるかと思います
が、低木化の予定について伺います。
行政事業部長　౗木のة険性を減ら
すため、継続的にႩ定やパトϩールを
行っていきたいと考えます。
議　員　ケϠキฒ木の歩道では、根
がுり出して歩きにくい状況になって
いますが、街路थ管理について所見を

議　員　認知঱サポーターの役割と
課題について伺います。
健康医療部長　認知঱になっても安
心して暮らせるまちづくりを目指し、認
知঱を正しく理解し、本人とそのご家
଒の応援者になっていただくもので
す。養成講࠲を受講することで認定さ
れるもので、昨年度は11回開催し、約
440人に受講いただきました。新規サ
ポーターを養成するとともに、サポー
ターが地域で活躍できるよう、さらなる
ステップアップにつなげることが課題と
なっています。
議　員　地域で暮らす認知঱の人や
その家଒の支援ニーζと認知঱サ
ポーターの活動を結びつける、チーム
オレンジの取り組みが始まっています
が、本市におけるチームオレンジの立ち
上げについて所見を伺います。
健康医療部長　本市での実績はあり
ませんが、今後も新たなサポーターの
養成と、それに続くステップアップ講࠲
の開催を継続しながら、チームオレンジ

で、౦ݍژへの通勤が可能であること
を積ۃ的にＰＲしていきたいと考えま
す。また、議員より提案のあった᝷ݪ駅
へのバスの運行については、さらなる
移住の後ԡしになると考えますので、
今後研究していきたいと思います。
議　員　移住・定住者を増やすため
の取り組みについて、市長の所見を伺
います。
市　長　本市には、᷂ ̨̪ ̗̖ Ｒ̪ や関
連企業など就業しやすい環境があり、
転入௒過をҡ持しています。行政として
は、ιフト事業をできるだけ多く提供す
ることで、太田市のイメージを高め、将
来的に本市の価஋が若者たちにも認
知されるようにしていきたいと考えます。

伺います。
都市政策部長　ة険Օ所は関連部署
と協議しながら、補मなどの対応をし
ていきたいと考えています。
議　員　歩道のѱ化や౗木のة険性
があることから、街路थの改善が必要
と考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　当時は景観の良いケϠキฒ
木にしようと植थされたものだと思いま
すが、大きく成長し支োが生じている
状況です。全てをെ採やെ根すること
は困難であり、人家の付近などة険な
場所から順次െ採やെ根を検討する
必要があると考えます。

■その他の質問
・市有施設のࡶ૲の؅理について

の立ち上げを目指していきたいと考え
ます。
議　員　チームオレンジの立ち上げに
ついて、市長の所見を伺います。
市　長　認知঱高齢者を社会全体で
どのように支えていくのかは、非常に大
きな問題になっていくと思います。その
中で、認知঱サポーターが力を発شす
る時代をܴえると考えますが、現状で
は認知঱サポーターの活動が知られ
ていないことから、今後認知঱サポー
ターの役割や活動を顕在化させていく
ことが行政の役割であると思います。

■その他の質問
・ແྉ学श支援にΑΔʮ教育֨ࠩʯの
ղফについて

学څߍ৯について
―�৯時における໧৯についてڅ�―

参政党　ਔ౻　『〃る

議　員　໧食を継続している学校が
何校あるか、また子どもたちの心਎に
与える影響について伺います。
教育部長　現在、໧食を実施している
学校はありません。また、໧食により食
べることに集中することで時間的なΏ
とりができ、よくかんでຯわって食べる
ことができていたと考えます。
議　員　ґવとして、給食中は話しに
くいと感じている児ಐ生ెがいます。先
日、給食の様子を見学した際には、横
や後ろを向いて話す姿が見られ、ࢲが
行ったアンケートでも、多くの子どもた
ちが൝で給食を食べることを望んでい
ますが、対面式給食の推進について所
見を伺います。
教育部長　࠲席の配置は各学校によ
り異なりますが、給食時には会話でき
る環境になっていると考えます。
議　員　֩家଒化が進む中で、給食
の時間は非常に重要と考えますが、給
食に対する意見や感想の収集と給食運
営への反映について、所見を伺います。

教育部長　各学校で担任やӫ養士が
児ಐ生ెの思いをよくௌき、食に関す
る会話や交流が図れるよう、興ຯ関心
を高める食育指導を行っていきたいと
考えます。

議　員　学校給食に子どもたちの意
見を積ۃ的に取り入れることについ
て、教育長の所見を伺います。
教育長　限られた給食時間の中で、児
ಐ生ెの発ୡ段階に応じて、まずは給
食をຯわい、しっかりと食べることが大切
だと考えます。子どもたちから意見が出
たときには、話をよくௌき、理解を得なが
ら進めるよう伝えていきたいと思います。
■その他の質問
ᕓ࢒৯څ・

さ

にؔ͢Δ取り組みについて
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太田市国土強ᯰ化地域計画の
推進について

本市の公文ॻ؅理・情ใ公開੍౓ٴ〨
行政のಁ明性の֬อについて

創政クラブ　高໦　　〽し 市民やきースぷの会　ਆ୩　大ี

議　員　太田੢部װ線の進
しんちょく

捗状況を
伺います。
都市政策部長　太田੢部װ線の北進
については、࿬԰町の新田౦部工業団
地の北から市道1級13号線までの区間
の用地ങ収に入る計画です。また、国道
354号線までの南進については、引き続
き県へಇきかけていきたいと考えます。
議　員　狭あい道路整備事業の進捗
状況について伺います。
都市政策部長　令和5年度の協議件
数は173件、寄ෟ処理済件数は160
件、Ԇ長は3�5ᶳです。これまでの実績
は、寄ෟ総数2,047件、寄ෟ総Ԇ長
56�4ᶳとなっております。
議　員　道路網の׬成により、人と物
の安全で効率的な移動が可能となり、
災害時の安定した利用が期଴されま
す。本市のさらなる発లには、大型運
ൖ車両が安全に渋滞なく運行できる
都市計画道路の整備が必要と考えま
すが、県へのಇきかけについて市長の
所見を伺います。

市　長　県へのಇきかけはઈえず
行っている状況です。渋滞緩和のため
の右ં帯の整備や沢野地区の交通安
全対策、太田੢部װ線の南進など、今
後も順ং立てて強く要望していきたい
と考えます。
議　員　市道2級62号線は、چ尾ౡ
町とچ新田町を直結させる重要な道路
です。ۓ急車両はもちろん、通勤や通学
で利用する人たちの利ศ性向上、地域
全体の道路利用者の安全確保につな
がるものであり、ૣ 期に整備を行う必要
があると考えますが、所見を伺います。
市　長　各地に地ݖ者との交বが難
している道路がありますが、引き続きߤ
努力していきたいと思います。

6月定例会　一般質問要旨
2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての一般質問の様子をご覧いただけます。

議　員　プϩグラミング学校の現状に
ついて伺います。
企画部長　Ⅰ課程からᶙ課程まで、
最長３年にわたってプϩグラミングの
基ૅから応用までを学んでいます。ま
た、長期で学Ϳ課程のほか、約４カ月
間で学Ϳ速習コース、Նٳみ期間に学
Ϳスポット講࠲を用意しています。長期
コースの定員は、Ⅰ課程がՐ༵と金༵
にそれぞれ24人で計48人、Ⅱ・ᶙ課
程がそれぞれ36人となっています。
議　員　多くの子どもたちに学びの機
会を提供するために、例えばⅠ課程は
新田地区のΤアリスホールなどでも開
催することができれば、保護者の送ܴ
の負担が軽減され、受講者も増えると
考えますが、今後のプϩグラミング学
校のల開について伺います。
企画部長　できる限り受講生の拡大
は検討していきたいと思いますが、職
員体制や設備、講師確保の観点から、
現状は本庁ࣷ以外での開設は難しい
と考えます。

ゆ゜そラミンそ学ߍの現状と
今後のల開について

太田クラブ　໦ଜ　ߒ明

議　員　プϩグラミング学校につい
て、ܳ 術学校やスポーツ学校のように
୯独のセクションとし、より多くのカリ
キュラムのల開や、受講生の受け入れ
ができるような組৫拡大の検討につい
て、市長の所見を伺います。
市　長　議員の言われたような形に
なっていくことが望ましいと思います
が、費用のかかるセクションであり、ま
だ計画はありません。今後、独立した組
৫としてやっていけるような体制づくり
について、子どもたちのためになること
であれば、十分検討していきたいと考
えます。
■その他の質問
・公園の԰外トイϨの改मについて

議　員　چ北ҵ৓交流物産館の事
業用定期借地設定契約書を公正証書
化した趣旨について伺います。
産業環境部長　借地借家法第23条
第3߲により、事業用定期借地ݖの設
定を行う場合には公正証書によること
が規定されているため、公正証書化し
たものです。
議　員　本契約書中に、中్解約にお
ける契約ऴྃにあたりݪ状回෮ٛ務の
ཤ行が規定されていますが、こちらがཤ
行されていない根拠について伺います。
産業環境部長　ݪ状回෮のٛ務につい
ては、公証人に確認をした上で、建物な
どの解体はせず現状のままとすることを
૒方で合意し、事業用定期借地ݖ設定
契約中్解約合意書を締結しています。
議　員　契約者と૒方で合意し、公証
人に確認した上で合意書を交わすこと
で、後々ٙٛが生じることを防ぐことがで
き、行政のಁ明性向上にもつながると考
えます。一方で、چ北ҵ৓交流物産館の
購入をめぐるંি記録はଘ在せず、情報

公開や事業検証が困難となっており、行
政のಁ明性の確保にஶしい支োが生じ
ると考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　多くの場合、ં ি記録という
のはଘ在していません。これからۅ生
大学が本市に進出予定ですが、ં ি
記録はありません。オープンϋウスア
リーナ太田の建設も同様で、議会でさ
まざまな議࿦がされており、これがં
ি記録にউるものだと思います。چ北
ҵ৓交流物産館の場合にも、議会の
承認を得て、多文化交流の拠点とする
という結࿦にࢸっており、議会でଘ分
に議࿦することが大切だと考えます。

■その他の質問
・通学路交通҆શϓϩάラϜについて

議　員　学校図書館図書整備等5か
年計画に基づく目ඪୡ成度について
伺います。
教育部長　図書整備の目安となる図書
ඪ準数ୡ成校は、小学校91�7ˋ、中学
校75ˋです。新ฉ配備はすべての学校
でୡ成されており、平ۉで小学校1�97
紙、中学校2紙の配備となっています。
議　員 12学級以上の学校図書館に
は、࢘ 書教་の配置がٛ務づけられてい
ますが、֘ 当する学校数および֘当しな
い学校への配置状況について伺います。
教育部長　配置ٛ務のある学校は市内
41校中34校であり、配置ٛ務のない7
校中2校にも࢘書教་を配置しています。
議　員 児ಐ生ెが਌しみやすい環境
整備について、教育長の所見を伺います。
教育長　ଂ書の࡮新、授業での積ۃ的
な活用、新たな情報の提供により、読書・
学習・情報という3つのセンターとしての
役割を活性化していきたいと考えます。
議　員　学校図書館の整備には、図
書購入費や新ฉのෳ数配備など、予

第̒ ʮ࣍学ߍਤॻؗਤॻ整備等
̑⿾೥計画ʯにجづく
学ߍਤॻؗの整備について

公明党　લ田　७໵

算措置をؚめた拡充が必要と考えま
すが、市長の所見を伺います。
市　長　予算措置については、学校か
ら要望があれば100ˋに近いかたち
で応じていきたいと考えています。

議　員　学校図書館は子どもたちの
場ډ立感を和らげるためのݽ独やݽ
所にもなり得ると考えますが、所見を伺
います。
市　長　相談場所やډ場所としての
役割がありますので、職員が1人はい
られるように、すべての学校に会計年
度任用職員を配置しています。
■その他の質問
立対策推進๏の施行に൐͏ݽ・ಠݽ・
課題ฒͼに今後の取り組みについて
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スポーツ推進のまちづくりに
ついて

健康づくりについて ゴミステーションについて

志友会　松川　翼

太田クラブ　白石　 と子 新時代　若林　卓実

議　員　本市のスポーツ壮行金の概
要について伺います。
文化スポーツ部長　平成19年度から
実施しており、市民のスポーツ活動に
おける活躍の支援を目的としています。
議　員　令和6年度の壮行金の予算
額と4年度から過去3年間の交付実績
について伺います。
文化スポーツ部長　6年度は文化ス
ポーツ財団において、800万円を予算
措置しています。交付実績は、4年度が
2,154人に対し705万9,000円、3年
度が1,615人に対し509万5,000
円、2年度は681人に対し173万
2,000円となっています。
議　員　スポーツ壮行金の対象とな
る大会について伺います。
文化スポーツ部長　主たる対象者
は、予選会を経て、または推薦により大
会に参加する選手や指導者で市内在
住、在学、在勤の者となっております。
主に日本スポーツ協会や同協会の加
盟団体などが主催または共催する大

議　員　若い世代の健康に関する課
題について、所見を伺います。
健康医療部長　若い世代は健診の種
類が少ないことに加え、健康への関心
が低く、健康意識を向上させるための
支援が必要と考えます。これを踏まえ、
今年度は新たな取り組みとして、20歳
以上の女性を対象に女性の健康セミ
ナーを開催します。また、今後も若い世
代を対象とした講演会などの普及啓
発事業や健診の充実を検討していき
たいと思います。
議　員　ＨＰＶワクチン接種について、
世界141カ国で公的接種の対象と
なっており、うち59カ国で男性も接種
対象としています。男女にワクチン接種
することで、感染拡大を防ぐことができ
ると言われていますが、本市における
定期接種の対象者と費用助成につい
て伺います。
健康医療部長　定期接種の対象者は
小学６年生から高校１年生相当年齢
の女性です。男性のワクチン接種は、

議　員　ゴミステーションのルール違
反に関する相談件数について伺います。
産業環境部長　昨年度のゴミステー
ションに関する相談件数は、市長への
手紙や地区からの相談など、記録に残
しているもので約60件ありました。その
うち、外国人が関係すると思われる相
談件数は約20件でした。ただし、日常
的に電話などでさまざまなご相談があ
りますので、それらを加えると、かなりの
件数になるものと思われます。

議　員　外国人へのごみ出し方法の
周知について伺います。
産業環境部長　家庭ごみの分別と出
し方のリーフレットを5カ国語で用意し
ており、転入手続きの際にお渡しする
ほか、ごみ分別アプリでの案内も行っ

会を対象としており、中体連の大会は
対象外としています。
議　員　今後の本市のスポーツ推進に
あたっては、家庭負担を軽減し、子どもた
ちが遠慮せずに高みを目指していけるよ
うな環境づくりが必要と考えますが、ス
ポーツ壮行金の増額や新たな制度の
創設について、市長の所見を伺います。
市　長　地域おこしを目的に全国大
会を開催している自治体もあり、遠方
での開催の場合、非常に経済的な負
担がかかると思いますので、難しい
テーマではありますが、一度検討した
いと考えます。

■その他の質問
・妊産婦の支援について

令和2年12月から、9歳以上への任意
接種が可能となりましたが、助成は
行っていません。
議　員　20周年記念事業として実施
される女性の健康セミナーの継続的な
実施について、市長の所見を伺います。
市　長　切れ目のない支援を実施す
るために、若い世代を対象とした勉強
会など、医師会と協力しながら継続し
て取り組んでいきたいと考えます。
議　員　男性のＨＰＶワクチン接種費
用の助成について、所見を伺います。
市　長　男性へのＨＰＶワクチンの定期
接種化については、国で検討されてお
り、動向を注視していきたいと考えます。

■その他の質問
・循環型社会の現状と取り組みにつ
いて

ています。
議　員　ゴミステーションへの監視カ
メラの設置について、所見を伺います。
産業環境部長　監視カメラの設置は、
利用者への注意喚起に一定の効果は
あるものの、プライバシーの保護や個
人情報の取り扱いなどさまざまな問題
がありますので、現段階での設置は考
えておりません。
議　員　言語の壁もあり、外国人のご
み出しルールに関する相談は今後増加
していくことが懸念されますが、ごみ出
しルールの周知などについて、市長の
所見を伺います。
市　長　外国人向けの市広報「太田
インフォルマ」など、さまざまな周知方
法がありますが、これからの共生社会
において、きれいにする社会の方が気
持ち良く暮らしていけるということが伝
わるような環境をつくっていきたいと考
えます。
■その他の質問
・災害対策について

本市の道路交通網の現状課題と
対策について

弦音会　清水　梨花

議　員　本市には大規模な工場が点
在し、トラックが多く通行しています。交
差点や渋滞ポイント付近では交通事故
も発生しており、物流業界の「2024年
問題」の中、何か手を打つ必要がある
と考えますが、渋滞対策の内容につい
て伺います。
都市政策部長　太田管内渋滞対策協
議会にて県や警察と情報共有し、交差点
改良により、渋滞緩和に努めています。
議　員　道路全般に関する市民の要
望の把握の仕方と対応について伺い
ます。
都市政策部長　道路全般に関する要
望は、市民からの連絡や通報で把握し
ています。連絡手段としては、電話やメー
ル、来庁による面談、区長を通しての要
望書や陳情書の提出などがあります。
議　員　渋滞を理由に農道や道幅が狭
い通学路を通る車が増加していますが、
今後の具体的な対策について伺います。
市民生活部長　運転者だけでなく、道
路を使用する誰もが安心できる社会の

実現を目指し、啓発活動に取り組んで
います。今後も道路交通環境を整備して
いくとともに、関係部署と協議し、連携を
図りながら、交通ルール・マナーの遵守
徹底に努めていきたいと考えています。
議　員　本市の道路交通網、人とモノ
の輸送には大きな課題があり、抜本的
な改革が必要と考えます。宇都宮市で
開業したＬＲＴなど先進事例を参考に、
新たな輸送手段を研究すべきと考えま
すが、将来の道路交通・物流・輸送の
構想やモーダルシフトの考え方につい
て、市長の所見を伺います。
市　長　本市と宇都宮市では、道路
環境が異なるため、現段階では検討し
ていません。

　質問表題の右横にある２次元コードを読み取ると、それぞれの議員の一般質問の様子を全てご覧いただけます。
　また、定例会の正式な会議録は、各市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで9月下旬からご覧いただくことができます。
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6月定例会　一般質問要旨

議　員　外国人に対する窓口業務に
おける課題について伺います。
市民生活部長　言葉の問題から意思
疎通が困難となっており、通訳を介す場
合も対応に時間がかかっています。ま
た、スマートフォンの翻訳アプリなどを使
用する場合もありますが、専門用語が
伝わりにくいといった課題があります。
議　員　今後の対策について所見を
伺います。
市民生活部長　窓口情報の多言語
化、やさしい日本語の使用、ＤＸ技術の
活用など、さまざまな視点で対策を検
討し、関係部署との連携を深めること
で、住民サービスの提供に努めていき
たいと思います。
議　員　話した内容を同時翻訳し、ア
クリル板に文字で映し出す機器など、
新たなコミュニケーションツールが開
発されていますが、外国人への窓口業
務に対する市長の所見を伺います。
市　長　非常に面白い提案ですが、
当面は通訳を中心に対応するととも

多文化共生のための環境整備に
ついて

創政クラブ　矢部　伸幸

に、窓口にタブレット端末を導入予定
であり、11カ国語に対応可能となりま
すので、各所に配備し活用していきた
いと考えます。また、議員提案の翻訳
機器が適した場所もあると思いますの
で、今後検討していきたいと思います。
議　員　多文化共生に向けた今後の
取り組みについて、所見を伺います。
市　長　子どもたちには多くの可能性
がありますので、それを引き出すような
環境をつくっていきたいと思います。言
語はもちろん、学習支援も併せて行うこ
とで、外国籍の子どもたちが将来なり
たい職業に就けるような準備を徹底し
てやっていきたいと考えています。

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての一般質問の様子をご覧いただけます。

奨学金の拡充等における若者支援
の充実について

公明党　星野　一広

議　員　本市で検討している新たな給
付型奨学金の考え方について伺います。
教育部長　国の支援対象となるのは
一部の世帯であり、貸与型奨学金で
は多くの人が返済に苦しんでいること
から、国の支援が届かない本市の子ど
もたちを給付型奨学金で支援したいと
考えています。
議　員　新たな給付型奨学金の内容
について伺います。
教育部長　給付額は月額5万円、人
数は約50人を想定しており、具体的な
内容は検討中です。
議　員　実施時期について伺います。
教育部長　令和７年４月からの実施を
目指しており、今後事業の詳細を詰
め、議会に提案したいと考えています。
議　員　県では、奨学金返還支援制
度により、従業員の奨学金返還を支援
する中小企業等に対する補助を実施し
ていますが、本市での導入について所
見を伺います。
産業環境部長　県の奨学金返還支援

制度や企業の奨学金代理返還制度の活
用を促進するための周知を図り、今後企
業からの要望の声が大きくなった場合に
は、支援を研究していきたいと考えます。

議　員　給付型奨学金にかける市長
の思いを伺います。
市　長　現在計画している年間60万
円、50人を対象とした給付型奨学金と
いうのは、全国でも最高レベルの制度
になると思います。行政改革と経費削減
を進めることで財源の確保に努め、奨
学金を継続的なものとし、子どもたちへ
の支援を手厚くしていきいと考えます。
■その他の質問
・多文化共生センターと外国人児童
生徒教育について

農業振興と耕作放棄地の再生に
ついて

日本共産党　水野　正己

議　員　本市は独自に耕作放棄地対
策を実施しており、農地の集積もされては
いますが、耕作放棄地は増加傾向です。
市長が言及してきた市独自の大型コンバ
イン購入補助だけではなく、他の機械購
入への補助や耕作放棄地を継続して再
生・活用できるような補助、物価高騰対
策などを、大規模農家だけではなく、兼業
農家なども対象として支援を拡大するこ
とが重要と考えますが、所見を伺います。
市　長　耕作放棄地の問題について
は、やはり大規模な農地を扱う認定農
業者に頼らざるを得ないと考えます。
現在認定農業者に対しては、耕作放
棄地の借り受けを条件に、農業用機械
などの購入に対し200万円を上限に
補助金を出していますが、さらなる規
模拡大を支援するために、大規模農業
者の農業用機器の購入に対して、1
千万円程度の新たな補助金の導入を
検討しています。また、景観保護の観点
から、耕作放棄地を花畑にする取り組
みも進めていきたいと考えています。農

政部でも前向きに取り組んでおり、予
算をつけ応援していきたいと思います。
議　員　市の支援・補助の拡大など
経済的インセンティブがあれば、農業
継続や新たな担い手の創出につなが
ると考えますが、所見を伺います。
市　長　緑町のように土地改良を行
い、耕作しやすい環境をつくることが必
要だと考えます。田んぼの形状を変え
て、貸借関係を整理しながら耕作放棄
地を減らすというのが一つの方法だと
思います。今後も農業に対しては関心
をもって、必要なところは手当てをして
いきたいと考えます。

■その他の質問
・農業振興と都市計画について

本市の今後の地域振興と各行政
センターの役割について
―各地区が抱える諸課題と市としての対応について―

市民の会　尾内　謙一

議　員　各地区の問題は少子高齢化
や社会状況の変化により、深刻度が増
していると考えますが、所見を伺います。
地域振興部長　少子高齢化などの影
響により、急速に状況が変化しており、さ
まざまな課題が顕在化してきています。
今後は、地域の変化に対応していくため
に、潜在している諸課題の把握、情報の
収集と分析を行い、対応していく体制を
整えることが課題であると考えています。
議　員　今回の機構改革で地域振興
部が新設され、各行政センターに課長
が配置されました。市として地域の諸
課題に取り込む姿勢を明確に示した対
応だと思いますが、各行政センターの
役割の変化と効果について伺います。
地域振興部長　これまでの基本的な
業務に加え、市民に最も近い場所でさま
ざまな課題の解決に向け対応していくこ
とが中心的な目的であり、適切な地域
の状況把握に努めたいと考えています。
議　員　機構改革の狙いについて、
市長の所見を伺います。

市　長　高齢化社会の中で、今まで
別々の部署で所管していた区長や民
生委員、ふれあい相談員を地域の行
政センター所長のもとに集結すること
で、地域全体で高齢者を守る体制が
できたと考えます。

■その他の質問
・各行政センターへの職員配置につ
いて
・地域振興と財政方針について
・太田強戸スマートインターチェンジ
の周辺整備と周辺施設の活用について
・八王子山公園（北部運動公園）の今
後の整備と利活用について
・インターチェンジ隣接の市有地の
現状と今後の活用について

6　2024年（令和6年）8月15日号



一般質問要旨
中心市街地の活性化と再開発事業
について

創政クラブ　大川　陽一

議　員　太田駅北口周辺の活性化と
ポケットパーク整備事業の進

しんちょく

捗状況に
ついて伺います。
都市政策部長　ポケットパークは6月
30日に開催される「キタグチタウンイ
ベントマルシェ」に合わせて利用開始
ができるよう工事を進めています。憩い
の場として、多くの市民や地域のイベン
トで使用していただきたいと考えます。
議　員　太田駅南口第3地区再開発
事業の概要について伺います。
都市政策部長　計画概要ですが、商
業テナントや駐車場のある4階建ての店
舗棟と、教育施設や体育館のある7階建
ての教育施設棟の建設となっています。
議　員　市道1級25号線南一番街通
りの再整備について伺います。
都市政策部長　メインの歩道には季
節の移ろいを感じられる植栽、景観に
配慮したベンチや街灯を整備し、中心
市街地にふさわしい、にぎわいのある
緑豊かな道路空間を創出していきたい
と考えます。

議　員　南口第3地区再開発事業と
南一番街道路の再整備は一体的に考
えるべきと考えますが、市長の所見を
伺います。
市　長　駅前から南一番街、保健セン
ターまでの通りについて、一体的に考
える必要があると思います。駅を降りて
南を見た時に、まちが大きく変わったと
いう印象を与えたいと考えています。市
税収入が順調に上向いている状況で
あり、中心地から太田のまちを大きく変
えることで、市民が誇りを持てるように
していきたいと思います。

■その他の質問
・本市のシンボル金山と大光院の今
後について

全国市議会議長会表彰

山田　隆史　議員（在職25年）

町田　正行　議員（在職20年）

水野　正己　議員（在職20年）

特別表彰

　5月22日に開催された第100回全国市議会議長会
定期総会において、長年にわたり議会制度の高揚、
地域振興および住民福祉の向上に寄与し、功績のあっ
た議員に対して表彰状の授与がありました。 

■太田市市税条例の一部改正につい
て
説明　地方税法等の一部を改正する法
律が本年３月３０日に公布されたことに
伴い、固定資産税に係る部分について
所要の改正を行うものです。
問 参酌基準を特例率とする根拠につ
いて伺います。
答 条例で特例率を定める場合には十
分に参酌すべき基準として参酌基準が
提示されています。地域の実情により特
例率を定めることも可能ですが、本市に
おいては独自の特例率を定める特段の
事由もないことから、上位法に従い、参
酌基準を採用しています。
審査結果　原案可決

■太田市都市計画税条例の一部改正
について
説明　固定資産税と同様に、都市計画
税について、上位法の改正に伴う所要の
改正を行うものです。
問 固定資産税では特例率を定めてい
た「バイオマス発電設備」が都市計画税
においては定められていないことについ
て伺います。
答 バイオマス発電設備の特例は上位
法である地方税法で固定資産税のみに
限って定められています。バイオマス発電
設備については規模も大きく、また、周辺
環境への配慮なども必要となります。山
間部など市街化区域外での事業が想定
されていることから、都市計画税につい
ては特例率の適用が想定されておらず、
都市部での事業となる滞在快適性等向
上事業に関する設備のみが特例率の適
用となります。
審査結果　原案可決

■群馬県後期高齢者医療広域連合の
規約変更に関する協議について
説明　行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する
法律の改正により、被保険者証が廃止さ
れ、事務処理に変更が生じることから、群
馬県後期高齢者医療広域連合の規約
を変更するものです。
問 被保険者証廃止後の医療機関にお
ける受診方法について伺います。
答 被保険者証の記載内容に変更がな
い場合は、有効期限まで従前の保険証
を使用することができます。マイナンバー
カードをお持ちでない人は、資格確認書
を交付することで、従前通り医療機関の
診察が受けられます。

総務企画委員会

健康福祉委員会

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会最
終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

委員会では 次の議案を審査しました

問 制度変更に伴う市民への周知につ
いて伺います。
答 新規加入者に対し保険証の交付に
併せ、お知らせ文を同封するほか、市や
群馬県後期高齢者医療広域連合のホー
ムページでマイナ保険証の移行につい
て周知しています。今後は、広報おおたで
の特集号の掲載や年次更新者への保
険証の交付に併せ、周知を図っていきた
いと考えます。
問 マイナ保険証を利用するメリットにつ
いて伺います。
答 過去に処方された薬剤の情報や特
定健診の結果が確認できるようになり、
体の状態や他の病気の治療に役立てら
れること、高額療養費制度における限度
額適用認定証の提出が不要になること、
現行の保険証と比較して医療費が２０円
減額されるなど、自己負担額が節約でき
ることがメリットとして挙げられます。
審査結果　原案可決

■太田市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について
説明　家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準の一部を改正する内
閣府令に伴い、保育士、保育従事者の配
置基準の見直しを行うものであります。
なお、見直し対象となる保育施設の職員
状況については、すべての園で、改正後
の基準に見合う職員を確保しているとの
ことです。
問 基準の一部改正に係る内閣府令の
施行日から本条例改正の施行日までの
空白期間の取り扱いについて伺います。
答 内閣府令の施行日から１年間は条
例改正の猶予が経過措置として定めら
れており、条例改正の施行日までは改正
後の基準を条例で定めたものとみなされ
るため、空白期間が生じることはありませ
ん。
問 人員配置の改善に対する新たな加
算への考え方と市の負担および予算措
置の状況について伺います。
答 満４歳児以上については人員配置
を改善することによる新たな加算措置が
設けられており、本市においては、最大で
３，４００万円程度の財政負担増を想定し
ています。現状、当初予算において計上し
ていませんが、予算措置が必要となった
場合には補正予算により対応する予定
です。
審査結果　原案可決
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議案の審議結果をお知らせします6月定例会の

番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

報告第1号 令和５年度太田市一般会計継続費繰越計算書について - 報告 -
報告第2号 令和５年度太田市一般会計繰越明許費繰越計算書について - 報告 -

報告第3号 令和５年度太田市八王子山墓園特別会計繰越明許費繰越計算
書について - 報告 -

報告第4号 令和５年度太田市下水道事業等会計予算の繰越しについて - 報告 -
議案第56号 令和６年度太田市一般会計補正予算（第２号）について 省略 可決 賛成全員

議案第57号 群馬県後期高齢者医療広域連合の規約変更に関する協議につ
いて 健康福祉 可決 賛成多数

議案第58号 太田市市税条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成多数
議案第59号 太田市都市計画税条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成多数

議案第60号 太田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第61号 財産の取得について（中型バス） 省略 可決 賛成全員

番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議案第62号 財産の取得について（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車
Ⅱ型） 省略 可決 賛成全員

議案第63号 財産の取得について（消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型） 省略 可決 賛成全員
議案第64号 財産の取得について（災害対応特殊救急自動車） 省略 可決 賛成全員
議案第65号 財産の取得について（車両運用端末装置一式） 省略 可決 賛成全員
議案第66号 財産の取得について（給食室調理機器一式） 省略 可決 賛成全員
議案第67号 八王子山公園墓地第４期造成工事請負契約締結について 省略 可決 賛成全員
議案第68号 太田市弓道場建設工事請負契約締結について 省略 可決 賛成全員

《請願》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

請願第9号 牛沢町新田（頼母子）地区水害対策に関することについて 災害対策 趣旨採択 賛成全員

《陳情》
番　号 件　　　　　　　名

陳情第6号 対外的情報省と横田基地について意見書提出に関することについて
※「付託先」欄において「省略」とあるのは、本会議において委員会付託の省略が行われたことを示し

ます。

　5月14日に開催された臨時会では、まず議長および副議長の選挙を行い、第19代議長に高田靖議員、第21代副議長に高橋
えみ議員が当選しました。
　その後、議会運営委員会、4つの常任委員会および2つの特別委員会の委員を選出し、それぞれ正副委員長を互選しました。さ
らに、一部事務組合議会議員などの選挙を行い、議会構成を決定しました。
　また、市長から提出された「太田市監査委員選任の同意について」など16議案について同意または承認しました。

議案の審議結果をお知らせします5月臨時会の
《市長提出議案》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議案第45号 太田市監査委員選任の同意について 省略 同意 賛成全員

議案第 46号 令和５年度太田市一般会計補正予算（第 10 号）についての専決
処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 47号 令和５年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
についての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 48号 令和５年度太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
号）についての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 49号 令和５年度太田市八王子山墓園特別会計補正予算（第２号）
についての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 50号 令和５年度太田市介護保険特別会計補正予算（第４号）につ
いての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 51号 令和５年度太田市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号）
についての専決処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 52号 太田市市税条例の一部を改正する条例についての専決処
分について 省略 承認 賛成全員

議案第 53号 太田市都市計画税条例の一部を改正する条例についての専決
処分について 省略 承認 賛成全員

議案第 54号
太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての専
決処分について

省略 承認 賛成全員

議案第 55号 太田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
の専決処分について 省略 承認 賛成多数

５月臨時会

太田市議会常任委員会等委員一覧表
議長　高田　靖　　副議長　高橋　えみ　　監査委員　久保田　俊　　　

◎委員長　◯副委員長
※委員名欄の委員につきましては、議席番号の昇順で記載してあります。

（令和６年５月14日選任）
委員会名 委　員　名

議会運営委員会
◎ 渡辺謙一郎 ◯ 前田　純也

八長　孝之 高木  きよし 大川　敬道 松浦　武志
町田　正行 大川　陽一

総務企画委員会
◎ 高木  きよし ◯ 谷之木勇作

岩瀬　　僚 神谷　大輔 八長　孝之 渡辺謙一郎
高田　　靖 白石  さと子

市民文教委員会
◎ 前田　純也 ◯ 髙野　博善

山水 めぐみ 仁藤  すぐる 松川　　翼 尾内　謙一
山田　隆史 大川　陽一

健康福祉委員会
◎ 矢部　伸幸 ◯ 青木　雅浩

若林　卓実 大川　敬道 高橋　えみ 長　　正祐
町田　正行

都市産業委員会
◎ 木村　浩明 ◯ 川岸　靖隆

清水　梨花 水野　正己 星野　一広 松浦　武志
久保田　俊

議会改革
推進特別委員会

◎ 長　　正祐 ◯ 山水 めぐみ
谷之木勇作 青木　雅浩 髙野　博善 木村　浩明
渡辺謙一郎 矢部　伸幸

災害対策調査
特別委員会

◎ 白石 さと子 ◯ 川岸　靖隆
神谷　大輔 松川　　翼 八長　孝之 高木  きよし
星野　一広 町田　正行

会　　名 氏　　　　名
市 民 の 会 尾内　謙一
日本共産党 水野　正己
弦　音　会 清水　梨花
参　政　党 仁藤  すぐる
立憲民主党 岩瀬　　僚
新　時　代 若林　卓実

会派・会名簿
会派名 氏　　　　名
創政クラブ
（7名）

◯ 大川　陽一 川岸　靖隆 髙野　博善
高木  きよし 高田　　靖 矢部　伸幸
久保田　俊

太田クラブ
（5名）

◯ 白石  さと子 木村　浩明 渡辺謙一郎
山田　隆史 町田　正行

志　友　会
（5名）

◯ 松浦　武志 青木　雅浩 松川　　翼
八長　孝之 長　　正祐

公　明　党
（4名）

◯ 星野　一広 谷之木勇作 前田　純也
高橋　えみ

市民ファーストの会
（3名） ◯ 大川　敬道 山水 めぐみ 神谷　大輔

（令和6年5月14日現在）

◯印は代表者

一部事務組合・審議会委員一覧表

名　　称 氏　　　　名
太田市外三町広域
清掃組合議会

高田　　靖 谷之木勇作 神谷　大輔
松川　　翼 町田　正行 矢部　伸幸

群馬県後期高齢者医療
広域連合議会 高田　　靖

太田市都市計画審議会 高田　　靖 前田　純也 木村　浩明
高木  きよし 矢部　伸幸

太田市土地開発公社 理事 高田　　靖 前田　純也 木村　浩明
高木  きよし 矢部　伸幸

監事 大川　陽一
群馬東部水道企業団議会 高田　　靖 山田　隆史 大川　陽一

（令和6年5月14日選任）
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